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Bearl000におけるPressureaugmentatlOnとその原理

札幌医科大学麻酔学教室

氏家良人

昨年1月19日、米国ベアメデイカル杜の人工呼吸器ベ

アー1000が厚生省の薬事申請を通った。そのひと月後

の名古屋での日本集中治療医学会の器械展示会場でこの

人工呼吸器と出会い、初めてPressureAugumentationと

いう言葉を聞いた。販売会社アイ・エム・アイの知能と

いわれる Iさんが、いつもの明るさで、ついに自慢がで

きる人工呼吸器が出たと説明してくれた。"ベア-

1000はSIMVの強制換気の時もPSVと同じように、吸気

流量を患者さんの吸気要求に追随することができます。

しかも、強制換気ですからPSVとちがって設定した換気

量を保証するのです僕はよく理解できなかったが、

Iさんの意気込みになんとなく、"画期的だね、おまけ

に価格も安い。さらに、 1000という数字は他の会社の

人工呼吸器の200とか300とか7200とか8400とかいう

中途半端な数字より僕は好きだなあ。是非、今度試用さ

せて頂戴"、とか言って、その場を離れた。その後、札

幌までペア一社の営業の人がやって来た。よく口の立つ

人であり、ますます、これはカを入れている人工呼吸器

なんだなあと思わせた。しかし、よく分からないので、

北海道を回っている真面目なKさんにこの機能について

教えてもらった 。 Bear1000の SIMV+pressure 

augmentationとは実はBird8400STiにも搭載されている

volume assured PSV (VAPS) と同じであり、 PSVであ

りながら設定換気量を維持しようとする換気モードであ

り、下図のような圧と流量のパターンを示すことがわか

った。
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なぜ、このようなことが可能となったのであろうか。そ

の秘密、は、 Bear1000のマイクロプロッセッサーの流量

コントロールの方法にある。

Bear1000の流量コントロールはpressure logicと

volume logicからなる。Inputされた情報からそれぞれ

Input 
..sppr宅時U問 Ip間 ssup
F冒 U山湾augm阻 18t1.0n
pre四 U四 slope
PEEP 

Input 

n

M

-

げ
一

叩

噂

一

切

一

m

M

|

ー
ド
一
知
一

m
w
v

一
側
一
吸
一

m
u
h
-
n
f
L
 

logicより流量のシグナルが出され、そのメ ッセージの大

きさがcomparison logicで比較される 。このとき、大き

い方のシグナルを吸気流量パルプに送って、その流量を

流すことになる。Pressureaugmentationでは、吸気初期

にはpressure logicからの流量シグナルの方が大きく、

サポート圧を維持するように流量が流れる。しかし、吸

気の末期にはpressure logicからの流量が減少し、設定

一回換気量となっていない場合は、 SIMVのための

volume logicからの流量シグナルが大きくなり、この流

量が流れる ようになる。この流量コントロール機能は、

pressureだけでなく、 flowaugmentationも可能にした。
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今後の評価が期待される人工呼吸器である。



BEAR 1000114fiijill;::: 
(使いやすさが受けてます)

-操作は“押して、回す"2ステ、ンフ。方式で、す。

・大きなクeラフィック・テ'1'スフ。レイで、呼吸の状態

が、わかりやすくなりました。

・パネルは匡三ヨ、 I"'E-$'-]、 直~と大きく

分けられ、文字の色も分けてあります。

(やさしい機能も受けてます〉

ePressure Augment (いわば、換気量を保証

するPSV)機能を新しく装備。より患者さんに

やさしい、SIMVが可能です。

epsvがうまく機能しない時には、PCVとPressure

Slopeの2つの方法が選択可能です。
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